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実行委員長

柄
から

澤
さわ

美
み

千
ち

瑠
る

さん
（宮）

　

私
自
身
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
を

振
り
返
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
20
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
で
も
う
20
歳
を

迎
え
る
の
だ
な
と
し
み
じ
み
感
じ

て
い
ま
す
。

　

進
路
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
将
来
に
つ
い
て
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
家
族
や
先

生
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
考
え
、
専
門
学
校
へ
進

学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私

の
通
っ
て
い
た
専
門
学
校
は
、
短

期
集
中
型
の
1
年
で
卒
業
、
試
験

ま
で
半
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

勉
強
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。
半
年

間
は
試
験
合
格
に
向
け
、
人
生
で

一
番
努
力
し
た
時
間
で
し
た
。
そ

ん
な
苦
し
い
状
況
で
も
同
じ
環
境

で
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
が

い
た
の
で
、
厳
し
い
半
年
間
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
、
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
な
想
い
を
し
た
分
、
達
成
感
は

大
き
く
、
専
門
学
校
生
活
は
私
に

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
（
一
部
抜
粋
）

と
っ
て
と
て
も
濃
い
時
間
と
な
り
、

自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
学
生
生
活
を
終
え
、
今

年
か
ら
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
私
は
仕
事
に
対

す
る
知
識
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

日
々
勉
強
で
す
。
学
生
の
頃
は
責

任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
責
任
を

持
つ
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
中
に
は
ま
だ
学
生
の
人

も
い
れ
ば
社
会
人
と
し
て
働
い
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
立
場
は
違
っ
て
い
て
も
、

立
派
な
大
人
に
な
る
た
め
に
、
今

自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自
覚

や
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と

し
て
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
努
力
を
惜
し

ま
ず
明
る
く
元
気
に
今
ま
で
の
経

験
を
糧
に
し
て
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

祝夢と希望を胸に…
　281名の新たな門出祝祝祝祝祝

　
8
月
15
日
、
市
公
民
館
と
成
人
式
実
行
委
員
会
の
主
催
で
平
成
27
年

度
成
人
式
が
行
わ
れ
、
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
翌
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
2
8
1
名
（
う
ち
式
典
出
席
者
2
1
1
名
）
が
新
た
に

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
会
場
の
市
中
央
公
民
館
で
は
、
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま

と
っ
た
新
成
人
が
、
恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
近
況
報
告
や
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
一
緒
に
写
真
に
収
ま
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
上
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
華
や
か
な

演
奏
で
幕
を
開
け
、
花
岡
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら

新
成
人
へ
温
か
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
出
身
の
音
大

生
2
名
が
新
成
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
、
声
楽
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

新成人の思
い
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▲中学校時代の恩師からの祝辞

▲新成人の蓬田奈津美さんによるトランペットの演奏

▲市民憲章を唱和する新成人

▲新成人の成澤芽生さんによる声楽の披露

市報とうみ（2015年 9月）3



●問い合わせ先	　市民課　市民係　☎75 －2007

　マイナンバーとは、複数の機関がそれぞれで管理している個人情報を同一人のものとして特定するための

基盤として、今年の10月から日本国内の全住民一人ひとりに付される12桁の個人番号です。

　今月号では、運用が始まる平成28年1月から、マイナンバーが必要になる手続きなどについてお伝えします。

（社会保障・税番号制度）
マイナンバー制度が始まります

4

毎年6月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書等に記載します

厚生年金の裁定請求の際に年金事務所
にマイナンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示し、
　　　　源泉徴収票等に記載します

1234・・・・・・・・

1234・・・・・・・・

1234・・・・・・・・

1234・・・・・・・・

市区町村

金融機関

年金事務所

勤務先顧客の個人番号を法
定調書等に記載して税
務署などに提出します

従業員やその扶養家族の
個人番号を源泉徴収票等
に記載して税務署や市区
町村に提出します

　マイナンバーは主に、年金や雇用保険、医療保険、生活保護、児童手当、その他の福祉の給
付金などの社会保障分野の手続きと、確定申告などの税分野の手続きで必要になります。
　平成 28年 1月以降は、市役所や年金事務所等の行政機関の窓口のほか、勤務先や取引のあ
る証券会社や保険会社等でもマイナンバーの提示を求められることがあります。

マイナンバーは
　このような場面で使います！

（2015年 9月）市報とうみ 4



10月

　なりすまし等を防止するため、マイ
ナンバーの本人確認では、「身元確
認」と「番号確認」が必要になります。
　個人番号カード（注 1）を持って
いる場合は、この 1枚で身元と番号
の確認ができますが、持っていない
場合は、運転免許証やパスポート等
で身元を確認し、通知カード（注 2）
や住民票（マイナンバー付き）等で
番号を確認します。
　なお、従業員が扶養親族のマイナ
ンバーを記載した書類を提出する場
合は、その従業員が扶養親族の本人
確認をすることになっています。

　マイナンバー制度の導入により、源泉徴収票等の様々
な書類の様式が変わります。
　特に事業者の皆さまにおいては、従業員のマイナンバー
の取得など計画的な準備が必要になります。

平日 9 時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）

マイナンバー制度に関するお問い合わせは ☎0570－20－0178（全国共通ナビダイヤル）

個人番号
カード

サインパネル領域

個
人

番
号

カ
ー
ド

氏　　名

住　　所

生年月日

※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

平成 10 年 3 月 31 日　　性別　女

2026 年 3 月 31 日まで有効
セキュリティコード　1234

別表第六（一）
平成　　年分　給与所得の源泉徴収票

支 　 払 を

受 け る 者

控除対象配偶者
の 有 無 等

老人控除対象
配偶者

控除対象配偶者

（摘要）

控 除 対 象
扶 養 親 族

住 所 又 は 居 所

支 払 金 額 源 泉 徴 収 税 額

配偶者
特別控
除の額

社会保
険料等
の金額

生命保
険料の
控除額

地震保
険料の
控除額

住宅借
入金等
特別控
除の額

控除対象扶養親族の数 障害者の数

他のそ別特定特 老 人 そ の 他

給 与 所 得 控 除 後
の 給 与 等 の 金 額

所 得 控 除 の 額
の 合 計 額

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

個 人 番 号

個 人 番 号

個 人 番 号

個 人 番 号

個 人 番 号

個 人 番 号

個 人 番 号（役職名）

種 別

有・無 従
有・無

千

千

円

円 千 円 千 円 千 円 千 円人人人人従人 従人 人 従人

円千円千円千

（用紙　日本工業規格　A5）

住 所（居 所）

氏 名 又 は
名 称

個 人 番 号 又 は
法 人 番 号

支 払 者
又 は 所 在 地

個
法（電話）

住 所（居 所）

氏 名 又 は
名 称

支 払 者
又 は 所 在 地

（電話）

「支払者」のマイナンバー
または法人番号を記載

受 け る 者

控除対象配偶者
の 有 無 等

老人控除対象
配偶者

支 払 金 額

配偶者
特別控
除の額

控除対象扶養親族の数

定特 老 人 そ の 他

給 与 所 得 控 除
の 給 与 等 の 金

氏 名
（役職名）

種 別

有・無 従
有・無

千

千

円

円 人人従人 従人 人 従人

千

「控除対象配偶者」及び
「扶養家族」の氏名と
マイナンバーを記載

平成　　年分　給与所得の源泉徴収票

「支払を受ける者」の
マイナンバーを記載

新しい源泉徴収票

事業者のための
マイナンバー準備スケジュール（例）

平成27年（2015年） 平成28年（2016年） 平成29年（2017年）

事
業
者
の
対
応

制度開始に向けた準備
（社内規程の見直し、システム対応、
安全管理措置　など）

従業員※の番号
取得開始可能

申請書・申告書・調書等

順次番号記載開始

（厚生年金・健康保険は、平成29年1月～）早期に番号が必要となる場面の例
●年始に雇う短期アルバイトへの報酬　●講演・原稿作成等での外部
有識者等への報酬　●3月の退職　●4月の新規採用　●中途退職

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
あ
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
な
い

顔写真があるので、身元確認と
番号確認がカード1 枚でOK。

（注１）個人番号カードとは、平成 28 年 1 月
から希望者に無料で交付される I C チップ付
きのカードです。

（注２）通知カードとは、今年の 10 月以降にすべての市民の方に送付されるもので、券面
には 1 人 1 つのマイナンバーが記載されていますが、身分証明書としては利用できません。

※※　※※ 通知カード
個人番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2
氏　　名 ※※　※※
住　　所 ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
 ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

平成10年 3月31日生 性別　女
発行　平成27年10月＊＊日 ○○市長

住　民　票

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○ ○○○○○○○

○
○

市
長

身元確認

運転免許証、
パスポートなど

通知カード、
住民票（マイナンバー付き）など

番号確認

マイナンバーの提示を求められたら…

事業者の皆さんは
　　計画的な準備を！

※パートやアルバイト
も含まれます。

市報とうみ（2015年 9月）5



　
市
で
は
今
年
度
、
住
民
自
ら
が
将
来
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
小
学
校
区
単
位
の
5
地
区
で
行
な

わ
れ
て
い
る
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
始
ま
っ
た
各
地
区
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
の

将
来
像
と
方
向
性
を
明
確
に
し
、
こ
れ
を

皆
で
共
有
し
た
上
で
計
画
的
に
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

定
め
る
の
が
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

　

和
地
区
区
長
会
が
中
心
と
な
っ
て
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
26
日
に
は
、「
和
地
区
の
将
来
を

考
え
る
会
」
が
開
か
れ
、
地
区
内
の
各

種
団
体
の
代
表
者
や
中
高
生
な
ど
73
名

が
、「
子
育
て
」「
地
域
資
源
の
活
用
」「
伝

統
行
事
や
支
え
あ
い
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
や
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
目
指
す
べ
き
地
域
の
姿
に
つ
い
て
意

見
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
意
見
を
ま
と
め
、
原
案
の
策
定

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
8
月
21
日

に
は
地
域
の
夢
や
将
来
像
を
皆
で
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、「
地

域
づ
く
り
講
演

会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の

話
し
合
い
が
予

定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

祢
津
地
区
で
は
、
祢
津
地
域
づ
く
り
の

会
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
小
学
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各

支
区
長
等
か
ら
意
見
集
約
を
行
う
な
ど
、

ビ
ジ
ョ
ン
原
案
の
策
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

田
中
地
区
で
は
同
地
区
地
域
づ
く
り
の

会
（
仮
称
）
設
立
準
備
会
が
、
滋
野
地
区

で
は
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
地
区
と
も
、
10
〜
11
月
頃
を
目
途
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
機
会
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
「
若
者
が
帰
っ
て
く
る
地
域
に
し

た
い
」「
歴
史
や
伝
統
、景
観
な
ど
を
守
り
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
た
い
」
な
ど
の

将
来
像
や
夢
を
考
え
、
集
約
を
図
る
も
の

で
、
策
定
作
業
か
ら
実
行
ま
で
は
、
左
図

に
示
す
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
づ
く
り
支
援
室
　
☎
71

－

₆
７
₉
₀

皆
で
考
え
よ
う
！ 

地
域
の
こ
と

「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
作
業
が
ス
タ
ー
ト

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

各
地
区
の
状
況

和

地

区

北
御
牧
地
区

祢

津

地

区

田
中
地
区

滋
野
地
区

ビジョンの策定から
実行までの流れ

❶地域の皆さんによる話し合い
地域の現状や課題を把握し、地域の将
来像（夢）をまとめます。

❷地域ビジョンの冊子を作成
地区の特性、現状と課題、将来像等をま
とめた冊子を作成し、住民の皆さんに
周知します。

❸将来像（夢）に向かって皆で実行
皆で役割分担し、協力・連携しながら具
現化していきます。

市の支援策
◦	策定に要する経費を助成（地域づくり
活動補助金）
◦	市職員で構成する地域づくりサポー
ターを派遣し、策定作業を支援

（2015年 9月）市報とうみ 6



　市では、ワイン用ぶどうの生産・醸造に代表される農業の 6 次産業化や、これと既存の観光資源との融合によ
る地域の活性化を目指しています。
　この実現に向け、地域の自主的・自立的な取り組みを国が支援する「地域再生制度」と、国の規制を地域を限
定して緩和する「構造改革特区制度」を活用したそれぞれの計画が、平成 27 年 6月 30 日付けで内閣総理大臣の
認定を受けました。

　東御市の基幹産業の一つである農業を、より魅力
ある成長産業とするため、ワイン用ぶどう生産人材
の育成による ₆次産業化の推進と、農産物加工品の
完全地産化による農業生産品目の拡充を推進するこ
とにより、雇用の創出と持続可能な農業経営の実現
を目指します。
　また、観光資源を整備し、多彩な農産物資源を活
用した ₆次産業と既存の観光資源を結ぶネットワー
クの形成によって「食」・「観光」・「体験」が融合し
た新しい「保養・滞在・交流型」観光産業を振興し、
交流人口の増大と雇用の創出を図り、地域の活性化
を目指します。

　果樹栽培が盛んな千曲川中流域の ₈市町村※が、酒
類製造免許に係る最低製造数量基準を緩和する特例
措置を活用することで、特産果実酒・リキュールの
製造事業への参入をさらに支援し、産業として裾野
の広いワイン産業の特性を活かした地域振興と、広
域的ワインツーリズムによる交流人口の増加を図り
ます。

※特区の範囲は、東御市、上田市、小諸市、千曲市、立科町、
青木村、長和町、坂城町の ₈市町村全域

　本年度は交流体験・ワインツーリズム参加者向
けの短期滞在施設を整備するため、国の支援措置
である地域再生戦略交付金を活用して「明神館」
の改修を実施します。また、来年度以降は、農産
物等に関する総合的な知見を修得するための研修
施設を整備する「憩いの家」の改修や、祢津御堂
地区の荒廃農用地再生事業、特産加工施設整備事
業などを順次実施していく予定です。

•比較的少ない初期投資でワイナリーの開設が可
能になり、6次産業化が進展
•特区のエリア内で原料の融通が可能になり、小
規模ワイナリーの経営安定に貢献
•エリア内の連携によるブランド力の強化

「標高差を活かした地場産業・
観光の創出による地域活力再生計画」

「地域再生計画」と
「構造改革特別区域計画」が認定されました
●問い合わせ先　企画財政課　企画政策係　☎ 64 －5893／農林課　農政係　☎ 64 －5894

地 域 再 生 計 画

■概要 ■概要

■今後の展開

■特区認定で期待される効果

「千曲川ワインバレー
　　　（東地区）特区」

構造改革特別区域計画

▲千曲川ワインバレー特区認定披露会（₈月11日）

◀改修を実施する
「明神館」

市報とうみ（2015年 9月）7



生活困窮者
自立支援制度が

スタートしました

＊病気で働けない…

＊家賃を払えない…

＊生活に困っている…

＊仕事が見つからない…

＊社会に出るのが怖い…

＊家族のことで悩んでいる…

こんなときは
まず、

ご相談ください。

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
、
新
た
な
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
事
業
運
営
を
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、
相
談
窓

口
「
東
御
市
生
活
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
：
ま
い
さ
ぽ
東
御
）」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

生
活
や
仕
事
、
心
身
の
こ
と
な

ど
で
お
困
り
の
方
に
対
し
、
相
談

支
援
員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
他
の

専
門
機
関
等
と
連
携
し
て
、
自
立

や
問
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

お
困
り
ご
と
、
お
悩
み
ご
と
を
相

談
員
が
広
く
伺
い
、
相
談
者
の
状
況

や
課
題
を
整
理
し
ま
す
。
相
談
者
の

意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
目
標
や
必

要
な
支
援
を
一
緒
に
考
え
、
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
他
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

寄
り
添
い
型
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い

方
を
対
象
に
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
、

一
定
期
間
家
賃
相
当
額
（
上
限
あ
り
）
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

受
給
に
は
、
65
歳
未
満
で
離
職
か
ら
2
年
以
内
で
あ
る
こ
と
や
、
収

入
や
資
産
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

住

居

確

保

給

付

金

の

支

給

自

立

相

談

支

援

事

業

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
　
福
祉
援
護
係
　
☎
64

－

₈
₈
₈
₈

相  談
窓  口

東御市生活就労支援センター

ま い さ ぽ 東 御
東御市総合福祉センター（東御市社会福祉協議会内）

相談時間／ 月曜日～金曜日（年末年始、祝日を除く）
 午前 8 時30分～午後 5 時15分
電　　話／ 6 2 － 4 4 5 5
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平
成
26
年
8
月
か
ら
12
月
の
間
、

市
内
の
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
委
員
の
改
選
後
、
初
の
農
地

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
平
成

26
年
3
月
に
東
御
市
農
業
委
員
会

の
改
選
が
行
わ
れ
、
21
名
の
メ
ン

バ
ー
で
運
営
が
始
ま
り
、
早
く
も

1
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に

係
る
許
可
申
請
の
審
査
や
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
、
利
用
状
況
調
査
の
実

施
の
ほ
か
に
、
各
担
当
地
区
に
お

い
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地

区
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
も
農
地
の
保
全
、
農
業
振

興
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

小
こ ば や し

林　茂
しげのり

徳

会　　長

　

平
成
26
年
3
月
30
日
、
東
御
市

農
業
委
員
会
表
彰
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
表
彰
は
表
彰
規
定

に
基
づ
き
、
東
御
市
内
に
お
い
て
、

農
業
振
興
に
特
に
功
労
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
農
業
者
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
今
回
は
、
荻
原
一
徳

さ
ん
、
栁
澤
幹
夫
さ
ん
の
2
名
の

方
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

荻
原
さ
ん
は
曽
根
区
の
収
穫
祭

の
立
ち
上
げ
や
旧
西
部
保
育
園
の

園
児
に
対
し
て
の
ト
マ
ト
の
栽
培

指
導
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
地
域

農
業
に
携
わ
ら
れ
、
地
元
農
業
者

の
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栁
澤
さ
ん
は
養
蚕
・
養
豚
経
営

を
経
て
、
半
世
紀
以
上
農
業
に
従

事
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
近
年
力
を

入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
、
農
業

研
修
生
の
受
け
入
れ
で
す
。
市
内

外
の
新
規
就
農
者
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
お
二
方
の
活
躍
は

他
の
農
業
者
に
勇
気
を
与
え
て
く

表
彰
者
（
敬
称
略
）荻

おぎ

原
はら

一
かず

徳
のり

栁
やなぎさわ

澤　幹
みき

夫
お

（曽根）（中八重原）

●問い合わせ先
　農業委員会事務局　☎₆₄ －₀₅₃₅

　家族経営協定とは、農業経営に携わる各世
帯員が、意欲とやり甲斐を持って経営に参画
できる魅力的な農業経営を目指し、経営方針
や役割分担、家族みんなが働きやすい就業
環境などについて、家族間の十分な話し合い
に基づき、取り決めるものです。
　この協定を結ぶことにより、農業者年金の
国庫補助が受けられるほか、農業改良資金
の借り入れができるなど、制度上のメリット
があります。
　詳しくは農業委員会事務局までお問い合わ
せください。

「家族経営協定」を
結びませんか

東御市農業委員会だより

農
業
委
員
会
長

あ
い
さ
つ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

優
良
農
業
者
2
名
に

農
業
委
員
会
表
彰
を

授
与
し
ま
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
現
農
業
委
員
と
前
農
業
委
員

が
2
人
1
組
で
各
担
当
地
区
を
調

査
し
ま
し
た
。
こ
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
は
現
地
を
回
り
な
が
ら
、

荒
廃
の
程
度
に
よ
り
図
面
に
色
塗

り
を
し
、
利
用
状
況
の
確
認
や
違

法
転
用
の
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　

荒
廃
地
と
し
て
確
認
さ
れ
た
農

地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
農
業

委
員
会
が
農
地
と
し
て
使
用
す
る

よ
う
、
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

26
年
度
の
調
査
で
は
、
１
８
６
件

も
の
遊
休
荒
廃
地
が
解
消
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
優

良
農
地
の
保
全
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
更
な

る
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
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地域で育てよう
おらほの子ども●問い合わせ先

　教育課　青少年教育係　☎ 64 －5906

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
し
た
！

ジ
ュ
ニ
ア
野
外
体
験
学
校

　

7
月
18
、
19
日
の
2
日
間
、
ジ
ュ
ニ
ア
野
外
体
験
学
校
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
を
須
坂
青
年
の
家
で
行
な
い
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
と
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
共
催
し
、「
自
然
・
発
見
」「
自
分
・
挑
戦
」「
友

だ
ち
・
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
野
外
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

生
き
る
力
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
は
44
名
の
小
学
生
と
東
御
清
翔

高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
6
名
（
Ｏ
Ｂ
含
む
）、長
野
大
学
の
学
生
3
名
、

育
成
会
か
ら
指
導
者
と
し
て
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
会
、
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
を
活
か
し
、
班
の
仲
間

と
協
力
し
て
1
泊
2
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
自
然
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
学
校
や
学
年
を
超
え
た
友
情
が
芽
生
え
ま
し
た
。

▲ハイキングでは協力して課題に挑戦！

▲火の神から友情の火をもらいました！

▲班のみんなと仲良くなったよ！

▲協力してカレー作り！

▲火おこしも真剣です！

▲クワガタ発見！

自然・発見

▶
修
了
証
書

新しい友だちは
できましたか？

友だち・協力

自分・挑戦

Q 発見したことは？（複数回答）

豊かな自然・動植物 68％（29人）

新しい友だちができた・友だちの大切さ 17％（ 7人）

きれいな星空 5％（ 2人）

4位以下 山の夜は寒い、登山時のマナー　等

できた
100％（全員）

Q 挑戦したことは？（複数回答）

カレー作り 29％（14人）

火おこし 21％（10人）

ハイキング 18％（ 9人）

4位 朝食作り 16％（ 8人）

5位 友だちづくり 6％（ 3人）

～参加児童アンケートより～

1位

2位

3位

1位

2位

3位
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地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
森
健
太
郎
で
す
。

僕
が
今
担
当
し
て
い

る
の
は
「
移
住
定
住

支
援
」
で
す
。
わ
ざ

わ
ざ
高
い
お
金
を
出

し
て
家
を
買
っ
て
移

住
す
る
の
な
ら
ば
、

安
心
し
て
住
め
て
、

子
ど
も
の
教
育
に
も

良
く
て
、
オ
シ
ャ
レ

で
、
あ
わ
よ
く
ば
自

慢
で
き
る
ま
ち
に
住

み
た
い
…
と
、
思
い

ま
す
よ
ね
。〝
こ
れ

か
ら
移
住
し
て
き
た

い
人
〞
の
背
中
を
押

　今年度、首都圏から5名が市内に移り住み、地域活動の
新たな担い手「地域おこし協力隊」として従事しています。
　本コーナーでは、地域の活性化のため日々奮闘する隊員
の活動をお伝えします。

す
た
め
に
、
他
所
よ
り
も
惹
か
れ

る
〝
何
か
〞
を
発
信
す
る
の
が
僕

の
役
目
で
す
。

　

昨
年
、「
ふ
じ
の
や
ま
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
（
静
岡
県
富
士
市
周
辺
）」

と
い
う
ま
ち
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
の
大
合
併
で
元

気
を
な
く
し
て
い
た
地
域
を
再
び

盛
り
上
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
、
そ
の
企
画
の
一
つ
に
、

地
域
の
外
か
ら
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
ま
ち
に
滞
在
し
、
地
域
の
要

素
を
リ
サ
ー
チ
し
て
作
品
と
し
て

発
表
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
私
を
驚
か
せ
た
の
が
、

住
民
の
意
識
の
変
化
で
す
。
作
品

が
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
で
住

民
は
、
今
ま
で
見
落
と
し
て
い
た

地
域
の
魅
力
に
気
づ
き
、
こ
れ
を

共
有
す
る
こ
と
で
ま
ち
に
一
体
感

が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
住
民
の
地
域
に
対
す
る
意

識
が
、
こ
れ
ま
で
の
諦
め
か
ら
、

「
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
へ
と
変
化
し
て
い
く

の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
御
市
で
も
、
自
分
の
ま
ち
の

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
事
を
た
く

さ
ん
探
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
は
、
東
京
芸
術
大

学
の
学
生
と
共
に
、
芸
術
文
化
の

観
点
か
ら
地
域
の
魅
力
を
調
査
し

て
い
ま
す
。
既
に
2
回
の
調
査
を

終
え
、
市
内
に
は
地
域
に
残
る
農

業
の
歴
史
や
、
お
祭
り
と
い
っ
た
、

形
に
は
残
ら
な
い
け
れ
ど
も
誇
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
形
に
は
な
ら
な
い
人
の

想
い
の
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
、

市
が
誇
れ
る
も
の
を
外
へ
発
信
し
、

市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
発
表

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊　森　健太郎

“文化”を活用する
まちが人を呼ぶ

地域おこし協力隊

地域づくり、移住・定住
活動支援担当

森　健太郎
MORI KENTARO

1988年生まれ。福岡県出身。机に座って授業を受け
る事に嫌気が差し、中学校卒業後、芸術の道を志す。
日本各地で展覧会へ参加、展示企画立ち上げ、スペー
ス立ち上げを経て東御市へとたどり着く。

地域おこし
協力隊

活動レポート Vol.2

の
役
目
で
す
。

自
分
の
ま
ち
へ
の
誇
り

東
御
市
の
魅
力
を
調
査
中
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田
中
商
店
街
一
帯
で
８
月
１
日
、

２
０
１
５
東
御
市
民
ま
つ
り
（
実
行
委

員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
刻
に
行
わ
れ
た
踊
り
に
は
、
53

連
、
約
４
０
０
０
人
が
参
加
し
、
ま
つ

り
の
テ
ー
マ
曲
「
〜
ハ
ー
ト
つ
な
い
で

〜
T
O
M
I
、
t
o 

m
e
！
」
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
商
店
街
を

踊
り
歩
き
ま
し
た
。

踊
り
特
別
賞
審
査
結
果

●
特
別
賞

 

•
あ
組　

常
田
連

 

•
い
組　

加
沢
連

 

•
う
組　

八
十
二
銀
行
田
中
支
店
連

 

•
え
組　

楽
し
く
気
楽
に
踊
り
隊
連

 

•
お
組　

あ
が
た
連

 

•
か
組　

東
上
田
区
連

 

•
き
組　

さ
く
ら
い
連

 

•
く
組　

睦
区
連

●
し
っ
か
り
踊
っ
た
で
賞

 

•
東
深
井
連 

●
小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛
い
で
賞

 

•
西
深
井
連

●
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
賞

 

•
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
東
御
連

●
ま
と
ま
っ
て
い
る
で
賞

 

•
田
之
尻
区
連

ハ
ー
ト
つ
な
い
で
心
一つ
に
！

２
０
１
５
東
御
市
民
ま
つ
り
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Photo Report

雷
電
子
ど
も
相
撲
大
会
結
果

●
個
人
戦（
敬
称
略
）

〈
4
年
生
〉

 

優　

勝　

遠え
ん

藤ど
う　

俊し
ゅ
ん
す
け祐（
和
小
）

 

準
優
勝　

別べ
っ

府ぷ　

颯り
ゅ
う
く空（
祢
津
小
）

 

第
3
位　

森も
り　
　

優ゆ
う

翔と

（
田
中
小
）

 

　

 

〃　
　

小こ
む
か
い向　

礼ら
い

艶お

（
和
小
）

〈
5
年
生
〉

 

優　

勝　

田た

中な
か　

一か
ず

希き

（
和
小
）

 

準
優
勝　

栁や
な
ぎ
さ
わ沢　

栞か
ん

奈な

（
滋
野
小
）

 

第
3
位　

柳や
な
い
だ田　

蒼そ
う

悟ご

（
田
中
小
）

 

　

 

〃　
　

牛う
し

木き　

凌り
ょ
う
や弥（
和
小
） 

〈
6
年
生
〉

 

優　

勝　

和わ

田だ　

晃こ
う

侑す
け（
滋
野
小
）

 

準
優
勝　

河か
わ

嶋し
ま　

真ま

衣い

（
祢
津
小
）

 

第
3
位　

土つ
ち

屋や　

黎れ
い

奈な

（
祢
津
小
）

 

　

 

〃　
　

小こ
ば
や
し林　

　

倭や
ま
と（

祢
津
小
）

●
団
体
戦

　

優　

勝　

祢
津
小
学
校

　

準
優
勝　

田
中
小
学
校

　

第
3
位　

和　

小
学
校

Photo Report
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平
成
27
年 

分
館
交
流
球
技
大
会
の
結
果

熱
戦
に
沸
い
た分

館
交
流
球
技
大
会

編集●生涯学習課　生涯学習・スポーツ係　☎64－5885

　

５
月
〜
７
月
に
か
け
て
地
区
毎
に
恒
例
の
分
館
交

流
球
技
大
会
が
開
か
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
野

球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
等
の
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。　

優　勝 準優勝 3位
３６０歳野球
（北御牧グランド） 宮 本下之城

３６０歳野球
（中央公園グランド） 布下 御牧原南部

３６０歳野球
（八重原グランド） 上八重原 大日向

ソフトバレー 御牧原南部 本下之城 下八重原
白樺

マレットゴルフ 御牧原南部 布下 芸術むら

優　勝 準優勝 3位

ソ フ ト
ボ ー ル

Ａ 姫子沢 東町 新張

Ｂ 西宮 祢津南 横堰

ビーチバレー 出場Ａ 出場Ｂ

ゲートボール 新屋Ａ 西宮Ａ 西宮Ｃ

マレットゴルフ 西宮 新屋 新張

優　勝 準優勝 3位
ソフトボール 常田 県

ビーチバレー 本海野 常田Ａ 田中

ゲートボール 常田 田中

マレットゴルフ 常田Ａ 白鳥台Ａ 本海野Ｂ

優　勝 準優勝 3位
ソフトボール 東上田 栗林 海善寺北

ビーチバレー 海善寺Ａ 田沢Ｂ 東上田

ゲートボール 姫子沢 中通 下通Ｂ

マレットゴルフ 海善寺北 日向が丘 曽根北御牧地区分館交流球技大会結果

祢津地区分館交流球技大会結果

田中地区分館交流球技大会結果

和地区分館交流球技大会結果

7月26日

6月28日

6月7日

5月31日
優　勝 準優勝 3位

ソフトボール 乙女平 片羽 桜井

ビーチバレー 原口Ａ 別府 乙女平Ａ

ゲートボール 赤岩Ｂ 赤岩Ａ 別府

マレットゴルフ 乙女平Ａ 片羽Ａ 乙女平Ｂ

滋野地区分館交流球技大会結果 7月5日

（2015年 9月）市報とうみ 14



　

本
年
度
の
市
民
大
学
は
、
全
18

回
、
歴
史
・
民
俗
、
食
と
農
業
、

芸
術
、
自
然
な
ど
東
御
市
の
魅
力

を
多
方
面
か
ら
学
ぶ
講
座
と
し
て

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
祈
り
の
民
俗

に
光
を
あ
て
る
」
と
題
し
て
長
岡

克
衛
氏
か
ら
、
神
社
、
仏
閣
等
身

近
に
残
る
祈
り
の
文
化
に
つ
い
て

講
義
と
現
地
研
修
を
通
し
て
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
梅
野
記
念
絵
画
館
の
佐

藤
修
館
長
か
ら
は
、「
青
木
繁
と

梅
野
満
雄
」
に
つ
い
て
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
宮
下
知
茂
氏
か

ら
「
海
野
宿
の
成
立
」
に
つ
い
て
、

実
際
に
海
野
に
残
る
仏
像
や
道
祖

神
、
馬
頭
観
世
音
、
古
道
の
痕
跡

等
か
ら
学
び
、
そ
の
講
義
の
内
容

に
よ
り
10
月
に
は
現
地
研
修
を
行

う
予
定
で
す
。

　

７
月
は
更
に
、
藻
谷
浩
介
氏
に

よ
る
講
演
「
知
ら
れ
て
い
な
い
地

域
の
姿
」、
８
月
に
は
湯
の
丸
高

原
で
の
「
高
山
植
物
と
高
山
蝶
」

な
ど
、
東
御
市
の
魅
力
に
触
れ
る

講
座
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
北
御
牧
在
住
の
宮
入

法
廣
刀
匠
か
ら
刀
づ
く
り
に
つ
い

て
の
お
話
や
、
清
水
真
巳
氏
に
よ

る
野
菜
作
り
の
楽
し
み
、
福
島
邦

男
氏
に
よ
る
御
牧
八
重
原
台
地
の

歴
史
、
東
御
消
防
署
長
の
田
中
基

民俗学は地域の宝
　「おらほの村の新張には　滋野神社がある
だよ。」「おらほの海善寺にも　滋野神社があ
るだに。」「滋野地区には聞かねえなあ。」「お
もしれえに。」「どうしてか　わかるかい。」
　市民大学で東御市内の神社仏閣史跡等を中
心にした民俗学を講義と現地研修の２回で学
びました。日常生活で何気なく見たり聞いたり
していることが「なぜ？」となると、なかなか説
明できないことが少なくありません。｢いつご
ろ・誰が・どういう理由で・何の為に・この場所
へ｣等を学び、現在はどうされているのか、今
後どうすべきかを学び、次世代に継承したいも
のです。方言を含め、地域の宝を見直し、日常
生活の中で語りつないでいきましょう。

公民館 Ｑ＆Ａ

東
御
市
民
大
学

と
う
み
を
学
ぶ　

　
　

十
味
の
味
わ
い

　
　
　

十
魅
の
感
動

公民館長のねがい今後の催し物の案内
 9 月13日㈰ 北御牧地区敬老会（ふれあい体育館）
10月17日㈯・18日㈰ 祢津地区ふれあい文化祭（祢津公民館）
10月25日㈰ 滋野地区ふれあいのつどい（滋野コミュニティーセンター）
11月14日㈯・15日㈰ 和地区ふれあい文化祭（和コミュニティーセンター）
 北御牧地区生涯学習作品展（北御牧公民館）

Ｑ▶ 中央公民館の開館時間と、利用申込み方法を教えてください。
Ａ▶ ＜開館時間＞ 平日　午前８時３０分～午後１０時まで
 土・日・祝日　午前９時～午後１０時までです。
 ＜施設の利用申込み＞
 直接ご来館のうえ、台帳（使用簿）への記入および申請書の提

出をお願いします。
 申請書は中央公民館の窓口に備えてあります。利用したい日

の前月の１日から予約できます。

▲「祈りの民俗に光をあてる」現地研修

▲講義「海野宿の成立」

継
氏
か
ら
は
東
御
市
の
防
災
を
学

ぶ
講
座
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
般
募
集
の
講
座
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

公開子ども講座
　中央公民館では、今年も主に小学生を対
象にした「公開子ども講座」を開講していま
す。
　９月以降も次のような講座を予定してい
ます。
　たくさんの参加をお待ちしています。

※申し込みは
　生涯学習・スポーツ係（☎６４－５８８５）へ

９月 ６日㈰ 「命を懸けた救命医療」
９月１３日㈰ 「親子陶芸教室」　
１０月２５日㈰ 「ボランティア体験学習」
１１月２８日㈯ 「冬の探鳥会」（塩田の池）
２月２７日㈯ 「親子で作る木工教室」
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₉
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
宇
宙
】

　
今
夜
は
星
が
見
え
る
か
な
？

●
大
解
明
!!
宇
宙
飛
行
士

　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３　

生
活
の
ひ
み
つ

岡お
か

田だ

　
茂し
げ
る

：
著
　
渡わ
た

辺な
べ

　
勝か
つ

巳み

：
監
修

汐
文
社

●﹇
科
学
感
動
物
語
﹈
１

　

宇
宙
―
果
て
し
な
く
広
が
る
空
へ

学
研
教
育
出
版

●
高
校
野
球
１
０
０
年
史

…
…
…
森も

り

岡お
か　

浩ひ
ろ
し

：
著

●
永
遠
平
和
の
た
め
に…

…
…
カ
ン
ト
：
著

●
そ
の
痛
み
や
モ
ヤ
モ
ヤ
は
「
気
象
病
」

が
原
因
だ
っ
た…

…
…
渡わ

た

邊な
べ　

章た
か

範の
り

：
著

●
高
峰
秀
子
か
く
語
り
き

…
…
…
高た

か

峰み
ね　

秀ひ
で

子こ

：
著

●
屋
上
の
ウ
イ
ン
ド
ノ
ー
ツ

…
…
…
額ぬ

か

賀が　

澪み
お

：
著

●
ス
プ
ー
ン
王
子
の
ぼ
う
け
ん

…
…
…
竹た

け

下し
た　

文ふ
み

子こ

：
作

●
コ
ー
ビ
ー
の
海

…
…
…
ベ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
セ
ン
：
作

●
走
れ
、
走
っ
て
逃
げ
ろ

…
…
…
ウ
ー
リ
ー
・
オ
ル
レ
ブ
：
作

●
ま
じ
ょ
が
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
ね

…
…
…
高た

か
ば
た
け畠　

純じ
ゅ
ん

：
絵

●
い
ち
に
ち
む
か
し
ば
な
し

…
…
…
か
わ
し
ま　

な
な
え
：
絵

新
着
本
案
内

一
般
書

児
童
書

東御市立図書館 ☎64-5886

図
書
館
へ
行
こ
う

おいしいヘルシークッキング 104

あじわいみそ汁
（1人分：エネルギー 46kcal・塩分1.2g）

❶小松菜、にんじん、オクラ、油揚げは食べやすい大きさに
切る。
❷鍋に水とにんじんを入れてさっと煮る。火が通ったら小松菜
と油揚げを加えて煮る。
❸②にみそとけずり節を入れ、ひと煮立ちしたら火をとめる。
❹おわんに③を盛り付け、最後にオクラを散らす。

作り方

減塩ポイント
　けずり節を入れて
簡単「だし」になりま
す。風味が出ておい
しさが増します。

小松菜（100g）、にんじん（40g）、オクラ（4本）、油揚げ（1
枚）、みそ（大さじ2）、けずり節（5g）、水（600cc）

材　料（4人分）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 ❼ 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

₉月の開館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間 平日／9:00～18:30
 土・日・祝日／9:00～17:00

共同生活で友情や協調性を育む
スポーツ少年団野外研修会
　7月25、26日の2日間にわたり、東御市スポー
ツ少年団の野外研修会を湯の丸高原キャンプ場
で実施しました。
　この研修会は、共同生活を通して団員同士の
友情や協調性を育むことを目的に市などが毎年
開いているもので、今回は約 80 名の団員が参
加。指導者が見守る中、団員たちは食事づくりや
キャンプファイヤーなどのレクリエーションを行い、
親睦を深めました。
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天
気
の
い
い
日
に
は
、
姉
は
自

転
車
で
お
友
達
と
遊
び
に
行
く
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
弟
は
ゲ

リ
ラ
凧
が
気
に
入
っ
て
い
て
、
風

が
あ
れ
ば
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
天
気
の
悪
い
日
は
、

家
族
で
「
人
生
ゲ
ー
ム
」
を
し
て

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

姉
は
、
祖
母
に
教
え
て
も
ら
っ

て
、
編
み
物
を
し
た
り
、
縫
い
物

に
も
興
味
を
示
し
、
一
生
懸
命

縫
っ
た
り
し
て
い
て
、
や
は
り
女

の
子
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　

弟
は
、
入
学
前
ま
で
は
何
で
も

「
マ
マ
が
や
っ
て
！
」
と
甘
え
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
、
家

で
育
て
て
い
る
カ
ブ
ト
ム
シ
や
、

捕
ま
え
て
き
た
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の

面
倒
を
「
ボ
ク
が
や
る
」
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
成
長
し
た
の
か
な

　
今
月
は
、
和
児
童
館
を
利
用
し

て
い
る
井い

口ぐ
ち

珠じ
ゅ

里り

さ
ん
と
晴は

る

斗と

く

ん
の
お
母
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

姉
弟
ゲ
ン
カ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
、
心
配
も
し
ま
す
が
、
お
互
い

に
甘
え
た
り
、
信
頼
し
合
っ
て
い

る
姿
を
み
る
と
、
子
ど
も
を
2
人

産
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
弟
は
、
姉
が
本
を
読
ん
で

い
た
り
す
る
と
、
ゲ
ー
ム
の
音
量

を
下
げ
て
あ
げ
た
り
、
姉
は
、
弟

が
暗
い
部
屋
に
一
人
で
行
け
な
い

時
は
、
つ
い
て
行
っ
て
あ
げ
た
り

と
、
お
互
い
の
思
い
や
り
が
キ
ラ

キ
ラ
し
て
見
え
ま
す
。
ず
っ
と
仲

良
し
で
い
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

最
近
、
ど
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す
か
？

新
し
い
発
見
は

あ
り
ま
し
た
か
？

家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の

様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

誕生日おめでとう！（9月生まれ）

（対象者 10月生まれの 1
●

 歳）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名

（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を
添えて、企画財政課広報担当までお送りください。
　締め切りは、9月9日（水）必着。

☆募集します！！☆す す 育
く く てとうみっ子!!

小
こばやし

林　楓
ふう

河
が

くん（田中）
（１歳、H26. 9. 1生）

栁
なやぎさわ

澤　美
み

空
ら

ちゃん（加沢）
（１歳、H26. 9. 1生）

金
かな

井
い

　颯
そう

佑
すけ

くん（上八重原）
（１歳、H26.09.18生）

神
こう

津
づ

　愛
あ

実
み

ちゃん（金井）
（１歳、H26.09.25生）

浅
あさ

川
かわ

　陽
はる

菜
な

ちゃん（出場）
（１歳、H26.09.02生）

中
なか

島
じま

　有
ゆ

希
き

菜
な

ちゃん（栗林）
（１歳、H26.09.22生）

　楓河、1歳おめでとう♥いつもキラキ
ラの笑顔で皆を癒してくれるね。これか
らも姉兄 3人仲良く元気に大きくなぁ
れ！！

　お兄ちゃん２人が大好きで毎日よく
笑っているね♥家族、周りのみんながみ
らちゃんに癒されているよ～♥これから
もよく食べ、癒しのみらちゃんでいてね
♥♥

　毎日元気いっぱい動いてにこにこ笑う
颯ちゃん　たくさん笑ってたくさん食べ
て大きくなってね♥颯ちゃん、1歳おめ
でとう♥

　愛実ちゃんお誕生日おめでとう！いつ
も笑顔で皆を幸せにしてくれるね。生き
ることを楽しめる人になってね。これが
パパとママの願いです。

　お誕生日おめでとう♥陽菜はみんなを
笑顔にしてくれる太陽みたい！！いっぱい
笑って遊んで色々な経験たくさんしてね
♥大好きだよ～♥

　１歳のお誕生日おめでとう！！有希菜
の笑顔は、皆を幸せにしてくれるね。こ
れからも、笑って過ごそうね。
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第12回東御市陸上大会結果 7月19日　東部中学校グラウンド
（優勝者のみ掲載・敬称略）

●100ｍ （★：大会新記録）
部　門 優勝者 記　録

小学生  4年男子 大
おお

塚
つか

　穏
とし

水
み

（北御牧小） 15秒9

小学生  4年女子 三
み

浦
うら

　真
ま

侑
ゆ

（滋野小） 16秒9

小学生  5年男子 小
こばやし

林　優
ゆう

斗
と

（祢津小） 15秒8

小学生  5年女子 三
み　わ

輪希
の　の　は

々葉（滋野小） 16秒0

小学生  6年男子 荻
おぎ

原
わら

　康
こう

暉
き

（田中小） 14秒2

小学生  6年女子 ツツミヒトミ（田中小） 15秒3

中学生  男　  子 高
たか

木
ぎ

　　涼
りょう

（東部中） ★12秒0　

中学生  女　  子 堤
つつみ

　　ルリ（東部中） 13秒8

●1,500ｍ
部　門 優勝者 記　録

中学生  男　  子 與
よ

川
かわ

　夢
ゆう

翔
と

（東部中） 5分04秒5

中学生  女　  子 宮
みや

下
した

　紗
さあ

采
や

（東部中） 6分23秒9

●1,000ｍ
部　門 優勝者 記　録

小学生  4年男子 桜
さくらい

井　優
ゆう

海
が

（北御牧小） 4分13秒8

小学生  4年女子 川
かわ

上
かみ

野
の

々
の

花
か

（祢津小） ★4分18秒3　

小学生  5年男子 福
ふく

島
しま

大
たい

志
し

郎
ろう

（和小） 4分03秒4

小学生  5年女子 三輪希々葉（滋野小） 4分16秒7

小学生  6年男子 柳
やなぎさわ

澤　直
なお

希
き

（祢津小） 4分01秒5

小学生  6年女子 土
つち

屋
や

　黎
れい

奈
な

（祢津小） 4分00秒3

●リレー
部　門 優勝校 記　録

小学生  男子  4×100m 田中小学校 ★1分04秒7　

小学生  女子  4×100m 滋野小学校 1分08秒4

●走り幅跳び
部　門 優勝者 記　録

小学生  4年女子 佐
さ

藤
とう

すみれ（田中小） 3m13

小学生  5年男子 福島大志郎（和小） 3ｍ35

小学生  5年女子 三輪希々葉（滋野小） ★3ｍ56　

小学生  6年男子 唐
から

澤
さわ

　和
かず

喜
き

（滋野小） 3ｍ85

小学生  6年女子 櫻
さくらばやし

林　生
き

成
なり

（和小） 2ｍ95

中学生  男　  子 山
やま

崎
ざき

　伶
れい

弥
や

（東部中） 4ｍ56

中学生  女　  子 堤　　ルリ（東部中） 3ｍ70

全国大会・北信越大会出場
おめでとうございます

▲左から荻原さん、唯野さん、福江さん、吉井さん

第12回わんぱく少年野球大会
田中スポーツ少年団 2度目の栄冠

▲優勝を果たした田中スポーツ少年団

　7月18、19日の2日間にわたり、東御中央公園グラ
ウンドを会場に、第12回東御市長旗わんぱく少年野球
大会を開催しました。
　今年は市内の4チームを含む東信地域の16チームが
参加し、A・Bの2ブロックに分かれて、それぞれでトー
ナメント戦を行って頂点を決めました。
　Aブロック決勝は、田中スポーツ少年団と和スポーツ
少年団による市内対決となり、特別延長戦にもつれ込む
接戦の末、田中スポーツ少年団が5－3で勝利し、第
9回大会以来となる2度目の栄冠に輝きました。

◆第 36 回北信越中学校総合競技大会結果
　【柔道】個人戦（敬称略）
　吉

よし

井
い

　星
せい

河
が

（男子 50kg 級・北御牧中2年） １回戦敗退

　唯
ただ

野
の

　己
こ

哲
てつ

（男子 55kg 級・東部中2年） 優　　　勝

　福
ふく

江
え

　一
かず

樹
き

（男子 90kg 超級・東部中3年） １回戦敗退

　荻
おぎ

原
わら

　杏
あん

菜
な

（女子 52kg 級・東部中2年） 準　優　勝

◆第 46 回全国中学校柔道大会結果
　【柔道】個人戦
　唯野　己哲（男子 55kg 級・東部中2年） 優　　　勝
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先
般
、
市
内
の
80
代
女
性
が
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
を
名
乗
る
男
に
99
万
円
余
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
還
付
金
詐
欺
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
「
還
付
金
詐
欺
」
と
は
、「
お
金
が
戻
っ

て
く
る
」
と
説
明
し
て
被
害
者
の
警
戒
心

を
解
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

な
ど
に
誘
導
し
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

特
殊
詐
欺
で
す
。
本
事
案
で
も
、
社
協
職

員
を
名
乗
る
男
は
「
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
お
金
を
振
り
込
み
た
い
」
と
い
う
内

容
の
電
話
を
女
性
宅
へ
か
け
、
市
内
ス
ー

パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
女
性
を
誘
導
。
さ
ら
に
、

携
帯
電
話
で
女
性
に
指
示
を
出
し
、
99
万

円
余
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
ま
せ
ま
し
た
。

　

公
的
機
関
の
職
員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係

　
☎
64

－

₅
₈
₉
₆

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
₀
₉
₀

－

₅
₅
₈
₀

－

１
７
₀
₂

　
※
月
～
金
︵
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
︶

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

◦
長
野
県
東
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
27

－

₈
₅
１
７

要
警
戒
！ 

特
殊
詐
欺

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

で
還
付
金
を
返
還
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。「
携
帯
電
話
を
も
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
還
付
金

詐
欺
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
に

は
、
決
し
て
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
県
内
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被
害

の
認
知
件
数
は
、
6
月
末
時
点
で
１
３
２

件
（
前
年
同
期
比
38
件
増
）
に
達
し
、
昨

年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
電
話
や
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
等

で
う
ま
い
儲
け
話
や
現
金
の
要
求
を
受
け

た
際
は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
必
ず
家

族
や
警
察
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
詐
欺
被
害
発
生

特
殊
詐
欺
被
害
の

認
知
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
！

医療費が
戻りますよ！

市
内
で
被
害
発
生
！

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係

　
☎
64

－

₅
₈
₉
₆

◦
上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
・
生
活
衛
生
課
乳
肉
・
動
物
衛
生

　
係
　
☎
24

－

７
１
₅
３

9
月
20
日
か
ら
26
日
は

月月
2020
日
か
ら

日
か
ら

日
か
ら

日
か
ら

日
か
ら
2626
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

かわいい
動物を大切に
飼いましょう

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
命
あ
る
動
物
を
愛
す
る
気
持
ち
と
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

ず
、
人
と
動
物
が
共
存
し
て
い
く
た
め
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
主
さ
ん
へ

犬
の
飼
い
主
さ
ん
へ

　

県
の
条
例
に
よ
り
、
猫
の
飼
い
主
は
屋

内
飼
育
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

室
内
飼
育
で
、
交
通
事
故
や
糞
尿
に
よ
る

衛
生
上
の
問
題
等
を
防
げ
ま
す
。

　

飼
い
主
の
名
前
や
連
絡
先
を
記
し
た
名

札
を
猫
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と
、
そ
の
猫
が

住
み
着
い
て
繁
殖
し
、
糞
尿
で
生
活
環
境

を
汚
し
ま
す
。
餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

適
切
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
不

妊
去
勢
手
術
を
お

勧
め
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
8
月
17

日
発
行
市
報
と
う

み
お
知
ら
せ
版
No.

２
６
３
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い
主
は
犬

に
鑑
札
と
狂
犬
病
注
射
済
票
を
つ
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

迷
子
に
な
っ
た
際
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
の
で
、
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
犬
が
逃
げ
た
場
合
は
左
記
の
連

絡
先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
糞
尿
に
関
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
散
歩
の
際
は
、
適
切
な
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

運
動
不
足
は
遠
吠
え
や
ム
ダ
鳴
き
の
原

因
で
す
。
適
度
な
運
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う

●
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ

け
ま
し
ょ
う

●
迷
子
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う

●
汚
物
等
で
迷
惑
を
か
け
な
い

●
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

●
適
度
な
運
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う

●
不
妊
去
勢
手
術
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

▲その電話、詐欺ではありませんか？	
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今
月
は
、
血
圧
と
体
重
の
関
係
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

血
圧
測
定
を
続
け
て
い
る
方
の
中
に
は
、

「
体
重
が
増
え
た
ら
血
圧
が
上
が
っ
た
！
」

と
い
う
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
の
血
液
量
は
、
体
重
の
お
よ
そ
13

分
の
1
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
が
増

え
る
ほ
ど
、
心
臓
は
多
く
の
血
液
を
押
し

出
す
こ
と
に
な
り
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

　

血
液
量
の
増
加
と
相
ま
っ
て
血
圧
を
上

昇
さ
せ
る
要
因
と
な
る
の
が
内
臓
脂
肪
で

す
。

　

内
臓
脂
肪
の
増
減
は
お
へ
そ
周
り
を
測

る
こ
と
で
分
か
り
ま
す
が
、
こ
の
増
加
に

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

高
血
圧
予
防
編
６

伴
っ
て
増
え
る
の
が
血
液
中
の
糖
や
中
性

脂
肪
で
す
。
一
般
的
に
、
こ
れ
ら
が
基
準

値
を
超
え
る
と
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
血
管

が
狭
く
な
り
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、
少
な
い

量
で
も
満
腹
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
濃
い
目

の
味
付
け
で
は

早
食
い
に
な
り

や
す
い
の
で
、

減
塩
し
て
素
材

の
風
味
や
旨
み

を
活
か
す
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

空
腹
で
間
食
を
し
た
く
な
っ
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
ず
く
を
出
し
て
片
付
け
や
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
内
臓
脂
肪
が
燃

焼
し
空
腹
感
が
消
え
ま
す
。

　
体
重
と
血
圧
を
測
る
こ
と
で
体
の
変

化
を
、
健
診
な
ど
で
血
液
の
変
化
を
確

認
し
、
心
臓
や
脳
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

健康保健課
健康増進係
☎64-8883

減
量
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

①
よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ
う
！

②
空
腹
時
は
体
を
動
か
そ
う
！

体
重
の
増
加
と
血
圧
の
関
係

内
臓
脂
肪
の
増
加
と
血
圧
の
関
係

体重の増加
内臓脂肪の増加

血圧
上昇

よく噛んで、
ゆっくり

差
別
に
気
づ
き
、

　差
別
を
許
さ
な
い
私
た
ち
に

し
ら
い
し

ゆ
き
お

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

白
石

　幸
男

（136）

　
「
部
落
差
別
は
、
も
う
無
く
な
っ
た
」

と
言
う
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、「
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
、
部
落
差
別
は
無
く
な
る
」

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
は
、

そ
の
根
拠
、
理
由
を
体
系
的
に
説
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
は
、
今
な
お
被
差
別
部
落
の
人

た
ち
が
差
別
に
苦
し
み
、
悩
ん
で
い
る
現

実
を
知
ら
な
い
で
い
た
り
、
他
人
事
と
し

て
考
え
て
い
た
り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
部
落
差
別
は
、
被
差
別
部
落

に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
不
当

に
差
別
さ
れ
、
社
会
的
に
不
利
益
を
受
け

て
い
る
差
別
問
題
で
す
。
こ
の
部
落
差
別

の
解
決
を
阻
ん
で
い
る
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
同
和
問
題
に
無
関
心
で
あ
っ
た

り
、
し
っ
か
り
と
し
た
証
拠
も
根
拠
も
無

く
、
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
偏
っ
た
見

方
、
考
え
方
が
心
の
片
隅
に
潜
ん
で
い
た

り
す
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ

の
こ
と
が
間
違
っ
た
認
識
を
生
み
、
被
差

別
部
落
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
時
に
は
差
別
の
加
害
者
と
な
っ

た
り
、
時
に
は
差
別
の
被
害
者
と
な
っ
た

り
す
る
複
雑
な
人
間
関
係
の
中
で
生
き
て

い
ま
す
。不
当
で
、不
合
理
な
差
別
に
よ
っ

て
「
人
間
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
を
阻
ま

れ
て
い
る
被
差
別
部
落
の
人
々
が
現
存
す

る
以
上
、
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
社
会

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

差
別
の
無
い
自
由
で
平
等
な
社
会
を
築

き
あ
げ
る
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

努
め
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
な
ぜ

部
落
差
別
が
起
こ
っ
て
き
た
の
か
を
知
っ

て
、
い
か
に
不
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

理
解
す
る
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
に
差
別
を
許
さ
な
い
心
を
し
っ
か
り
と

育
て
、
人
権
感
覚
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
人
権
啓
発
学
習
会
は
、
既
に

滋
野
地
区
、
和
地
区
で
終
了
し
、
十
月
に

は
北
御
牧
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
学
習
の
場
を
通
し
て
学
び
な
が

ら
、
差
別
問
題
は
自
分
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
差
別
に
気
づ
き
、
差
別
を
許
さ
な
い

強
い
信
念
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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(gomi)
No.130

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係
☎6 3 - 6 8 1 4

　

市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、

ご
み
の
減
量
化
目
標
値
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
を
目
標
年
度
に
、
年
間

の
可
燃
ご
み
排
出
量
を
４
４
６
８
ト
ン
ま

で
に
抑
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
に
お
け
る
可
燃
ご
み

の
排
出
量
は
、
過
去
5
年
を
見
る
と

４
９
０
０
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

目
標
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
な
る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

る
た
め
、
次
の
①
〜
③
の
取
り
組
み
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
削
減
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
化
で
き
る

紙
ご
み
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
コ

ピ
ー
用
紙
や
封
筒
、
お
菓
子
の
箱
な
ど
の

「
雑
紙
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の

で
分
別
し
て
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

生
ご
み
は
、
重
量
の
80
〜
90
％
が
水
分

で
す
。
可
燃
ご
み
と
し
て
生
ご
み
を
出
す

際
は
、
水
切
り
を
十
分
に
し
、
少
し
で
も

可
燃
ご
み
の
袋
に
入
る
水
分
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
生
ご
み
も
、

堆
肥
化
す
れ
ば
花
や
野
菜
な
ど
の
栽
培
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
要

す
る
費
用
の
助
成
や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
利

用
し
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

①
雑
紙
は
資
源
物
と
し
て

出
し
ま
し
ょ
う

②
生
ご
み
は
水
切
り
の
徹
底
を
！

③
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
ま
し
ょ
う

市内の可燃ごみ排出量

H22年度 4，869ｔ

H23年度 4，923ｔ

H24年度 4，973ｔ

H25年度 4，894ｔ

H26年度 4，908ｔ

目標値 4,468t

雑紙とは？

生ごみ処理機器設置補助金 ダンボール式生ごみリサイクル講習会

※雑紙とは、新聞紙、雑誌・書籍、段ボール、紙パック以外の紙製品です。

リサイクルできないもの
カーボン紙／感熱紙／写真・イン
クジェット紙／粘着物の付いたも
の（付箋・シール）／米袋／コー
ティング加工されたもの（紙コッ
プ等）／汚れ・臭いのついたもの
／シュレッダーにかけられたもの

【注意事項】
•プラスチックや金属は取り除く
•大きなものは紐で縛り、細かい
ものは紙袋等に入れて出す

紙袋　　　　

コピー用紙・チラシ

封筒・はがき

包装紙

紙箱

紙の芯

●申し込み先
　生活環境課　環境対策係　☎64 －5896
　　クリーンリサイクル係　☎63 －6814

　生ごみを腐葉土や米ぬかと混ぜて堆肥化する方法
を紹介します。
●開催予定　11月・₁月・₃月
●場　　所　東部クリーンセンター
●その他
◦開催月の前月までにクリーンリサイクル係
　（☎ 63 － 6814）へお申し込みください。
◦詳しい日程は、申し込まれた方にハガキでお知らせします。
◦必要な基材等は、会場にて無償で提供します。

対象機器 補助率等

コンポスト・
EMぼかし密閉容器等

購入額の10分の8以内
（限度額3,000円／基）

電気式生ごみ処理機
（乾燥機を含む）

購入額の2分の1以内
（限度額40,000円／基）

市報とうみ（2015年 9月）21



〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

9月の納税 （納期限 9月30日）

◦固定資産税・都市計画税（3期）
◦国民健康保険税（普通徴収）（4期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（3期）
◦介護保険料（普通徴収）（3期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成₂₇年 ₇ 月 平成₂₆年 ₇ 月
最高気温 ₃₇.₁℃（₂₆日） ₃₅.₉℃（₂₆日）
最低気温 －₂₁.₆℃（₀₇日） －₁₇.₄℃（₀₆日）
平均気温 ₂₄.₅℃　 ₂₄.₁℃
平均湿度 ₆₉.₅％ ₇₁.₁％
降 水 量 ₆₈.₄㎜ ₁₁₄.₅㎜

市内交通事故統計  7月分
平成27年 7月31日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 ₁₁件 ₈₉件 ＋₀₄件
傷 　 者 ₁₆名 ₁₁₈名 ＋₁₁名
死者（注2） ₀₀名 ₀₀名 －₀₁名

（注1）平成27年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

　平成 25 年度税制改正では相続税法及び租税特別措
置法の一部が改正されました。これにより、平成 27
年 1 月 1 日以後に相続または遺贈により取得する財
産に係る相続税については、主に次のような改正内容
が適用されます。

まるごと生活百科まるごと生活百科
ワンポイント
　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス

●相続税に関する問い合わせ先
　上田税務署　☎22－1234(代表)

相続税の課税対象者の
範囲が拡大されました

こちら119（東御消防署）
＝ 7月の火災・救急件数＝

火災 2件 （16件） 救急 104件 （639件）

カッコ内は平成2₇年1月からの累計
　遺産に係る基礎控除額が引き下げられ、相続税の課
税対象となる方の範囲（相続税の課税ベース）が拡大
されます。

●基礎控除の引き下げ

　最高税率の引き上げなど税率構造が変わります。
●税率構造の見直し

　適用要件の緩和や手続きの簡素化など制度の適用要
件等が変わります。

●事業承継税制の見直し（非上場株式等の納税猶予）

　特例の適用対象となる宅地等の面積等が変わります。
●小規模宅地等の特例の見直し

　未成年者控除や障害者控除の控除額が引き上げられ
ます。

●税額控除の見直し

※詳細については国税庁ホームページ（https://www.nta.
go.jp/）をご覧ください。

※自動音声でご案内します。

〈例〉法定相続人が配偶者と子2人の場合
【改正前】5,000万円＋1,000万円×3人＝8,000万円
【改正後】3,000万円＋ 600万円×3人＝4,800万円

【改正前】5,000万円＋1,000万円×法定相続人数
【改正後】3,000万円＋ 600万円×法定相続人数
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〈広告欄〉

　後納制度とは、時効で納めることができなくなった国民年金保険
料について、平成24年10月から27年9月までの３年間に限り、過
去10年分まで納めることができる制度です。

①20歳以上60歳未満の方で、過去10年以内に納め忘れの期間や未
加入期間がある方
②60歳以上65歳未満の方で、①の期間のほかに任意加入中に納め
忘れの期間がある方
③65歳以上の方で、年金受給資格がなく任意加入中の方

※60歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は本制度をご利用いただけ
ません。

■後納制度とは

■対象者

後納制度が9月末で終了します

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

平成27年度中の後納保険料額（1カ月当たり）

国民年金アドバイスご 芳 志

●問い合わせ先
　総務課　契約財産係　☎ 64 － 5805
　企画財政課　財政係　☎ 64 － 5901

　ご寄附いただき、ありがとうござい
ました。厚くお礼申し上げます。
（平成 27 年 6月及び 7月に寄附を
いただいたものです。）

•株式会社ミマキエンジニアリング　様
（イベント用テント横幕 2枚・のぼ
り旗 2枚）

〈寄附金〉
•株式会社髙藤建設　様

　（現金 30万円）
•株式会社マルマン　様

　（現金 10万円）
•株式会社髙藤リフォーム　様

　（現金 10万円）
•小林　宏子　様

　公表については、同意をいただい
た方のみ掲載しています。

国民年金保険料専用ダイヤル ☎₀₅₇₀⊖₀₁₁⊖₀₅₀
受付時間／ 月～金曜日　午前8時 30 分～午後 5時 15 分
 第 2 土曜日　午前9時 30 分～午後 4時 00 分
※お問い合わせの際は基礎年金番号が分かるものをご用意ください。

当時の保険料額
（A）

加算額
（B）

後納保険料額
（A）＋（B） 納付期限

平成17年度 13,580円 1,300円 ₁₄，₈₈₀円

平成27年
9月30日

平成18年度 13,860円 1,070円 ₁₄，₉₃₀円

平成19年度 14,100円 860円 ₁₄，₉₆₀円

平成20年度 14,410円 680円 ₁₅，₀₉₀円

平成21年度 14,660円 500円 ₁₅，₁₆₀円

平成22年度 15,100円 330円 ₁₅，₄₃₀円

平成23年度 15,020円 200円 ₁₅，₂₂₀円

平成24年度 14,980円 90円 ₁₅，₀₇₀円

平成25年度 15,040円 ― ₁₅，₀₄₀円

▲テント横幕とのぼり旗をいただきました
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ートピックスー　地域の話題

　市中央公民館で₇月24日、著書「里山資本主義」で知られる日本総
合研究所主席研究員の藻

も

谷
たに

浩
こう

介
すけ

さんが、市民大学講座の講師を務めま
した。
　この日の演題は「知られていない地域の姿」。「先入観で物事を考えて
はいけない」と指摘する藻谷さんは、各地域の年齢階層別人口推移や
高齢化率などを紹介し、「後期高齢者の激増と現役世代の減少の主舞台
はいずれも大都市圏」と解説。その上で、下伊那郡下條村などを例に「交
通が不便でも元気な地域がある」とし、「『子育て支援』『若者受け入れ』『₆
次産業化』『地産地消』で地元にお金が循環する地域は、高齢者や子ど
もが増えも減りもしない安定した状態になる」と訴えました。

　₇月上旬から₈月までの約₂カ月間にわたり、旧
北国街道海野宿の古民家に風鈴を飾り、涼やかな音
色で観光客を出迎える初の取り組み「海野宿ちりり
ん街道」（海野宿保存会主催）が実施されました。
　期間中の₈月₈日には、風鈴の絵付け体験会が海
野宿ふれあいセンターで開かれ、地元住民や観光客
が、ガラスや陶器の風鈴にアサガオや花火などの絵
を描き、個性あふれる創作風鈴をつくりました。

　和地区東入地籍の山林で₇月26日、地域課題の研究な
どに取り組む住民組織「和活性化研究委員会」（依

よ

田
だ

守
もり

布
のぶ

会長）などの主催で、小学生向けの森林体験学習が行
われました。
　この日は和小学校の児童34名が参加し、同委員会や山
林を管理する和財産区の関係者らによる指導を受けなが
ら、慣れない手つきで鋸を引いて山林内の雑木を伐採。
さらに、その幹を薄く切ってオリジナルのコースターを
完成させました。

　₈月₆、₇日の₁泊₂日の日程で、小中学生が自衛官の仕事などを
学ぶ「自衛隊体験キャンプ」が芸術むら公園で行われました。
　この催しは、自衛官の募集活動などを行う「自衛官募集相談員長野
県東信地区協議会」（鷹

たか

野
の

積
かず

福
とみ

会長）が、将来の募集基盤の育成など
を目的に開いたもので、今回は東信地域の小中学生32名が参加。
　現役自衛官の指導の下、子どもたちはロープ結束や手旗信号、ほふ
く前進などの訓練を体験したほか、戦闘食糧の定番「缶飯」などを食
べて、自衛官の仕事について理解を深めました。

地域の里山を知ろう
和地区で小学生向け森林体験教室

目指せ！未来の自衛官
芸術むら公園で₁泊₂日の体験キャンプ

風鈴の涼やかな音色でお出迎え
「海野宿ちりりん街道」

日本総研・藻谷浩介さんが講演
人口減少社会における地方の活路を語る

▲ロープ結束について学ぶ子どもたち

▲慣れない手つきで鋸を引く子どもたち

▲市民を前に講演する藻谷さん

▲風鈴の絵付け体験
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ートピックスー　地域の話題

　₈月17日から20日までの₄日間にわたり、北海道函館市で第46回全国中学
校柔道大会が開かれ、個人戦・男子55kg 級で唯

ただ

野
の

己
こ

哲
てつ

さん（東部中₂年）
が優勝を果たしました。
　₂年連続で全国大会に挑んだ唯野さんは、初戦で敗れた前回大会から精神
面を強化。今大会では落ち着いた試合運びで勝ち上がり、₂年生にして全国
の中学生の頂点に輝きました。
　₈月25日には市役所で優勝報告会が開かれ、唯野さんは「周りの皆さんの
応援で、準決勝、決勝でも落ち着いて試合が進められた」と今大会を振り返
り、「この結果に満足せずに連覇を目指したい」と来年の目標も語りました。

　₈月14日、北御牧地区の夏祭り「みまきニュードカンコ」（実行
委員会主催）が開催され、夕暮れ時の北御牧グラウンドは大勢の家
族連れでにぎわいました。
　祭りは北御牧保育園の園児による神輿の巡行で幕を開け、信州御
牧太鼓保存会が勇壮な太鼓の演奏を披露。夜店の明かりが灯る中、
子どもたちが輪になって「ドカンコ音頭」の哀愁漂うメロディーに
合わせて踊りました。さらにフィナーレを飾る花火が打ち上げられ
ると、夜空に咲いた大輪の花に大きな歓声が上がりました。

　和小学校横の金原川で₈月₉日、毎年恒例の魚の
つかみ取り大会が行われました。
　これを主催したのは、和小学校に通う児童の父親
の有志でつくる「和おやじの会」（小

こいずみ

泉英
ひで

之
ゆき

会長）。
今年は「和活性化研究委員会」（依田守布会長）の
協力で流しそうめんや昔遊びの体験コーナーも設け
られ、会場は約250名の親子連れでにぎわいました。
　子どもたちは裸足になって川へ入り、石の隙間な
どに隠れるニジマスをつかむと大きな歓声を上げて
いました。

8
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▼	

千
曲
川
ワ
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ン
バ
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特
区

認
定
披
露
会

8
・
20
▼	

第
１
３
７
回

	

長
野
県
市
長
会
総
会

7
・
25
▼	

交
通
少
年
団
夏
の
研
修
会

7
・
25
▼	

金
井
区
石
尊
火
祭
り

7
・
25
▼	

出
場
の
火
祭
り

8
・
8
▼	

第
5
回

	

東
御
市
社
会
福
祉
大
会

7
・
29
▼	

金
原
ダ
ム
見
学
会

みんなが集う ふるさとの夏祭り
みまきニュードカンコ盛大に開催！

夏の金原川で
魚のつかみ取り＆流しそうめん

東部中柔道部 唯野己哲さん
全国中学校柔道大会で初優勝！！

▲優勝を喜ぶ唯野さん（左）と顧問の金井勝久教諭

で
き
ご
と
短
信

▲ドカンコ音頭を踊る子どもたち

▲川に入ってニジマスを追う子どもたち

夜空を彩る花火▶

▲流しそうめん
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（8月1日現在）

世帯数
₁₁,₇₇₇世帯︵－₁₀︶

総人口
₃₀,₈₂₃人︵－₂₅︶

男 ₁₅,₁₉₆人︵－₁₀︶
女 ₁₅,₆₂₇人︵－₁₅︶

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 ₆₉人
転出 ₈₃人
出生 ₂₁人
死亡 ₃₁人
その他 ₁人減
※カッコは前月対比
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平成27年
9月1日発行
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QRコード

配信情報
市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方
は、下記のメールアド
レスへ空メールを！

No.18

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

リフレッシュマザーズ in 田中 　当会は、しなの鉄道田中駅構内の緑化活動など
に取り組むボランティア団体です。会の発足は駅
に隣接する温泉施設「ゆぅふる tanaka」の誕生
と同じ平成11年で、施設の開業を機に「市の玄
関口である田中駅を美しくしたい」という思いで
田中地区の女性有志が集まり、活動をスタートさ
せました。発足当時、ゴミ置き場の状態だった駅
の１番線ホーム東側は、当会の活動によって美し
い花壇に生まれ変わり、今日に至ります。
　近年は、花壇の花植えや草取りのほかに、東日
本大震災で親を亡くした子どもたちを支援するた
めのバザーや、市内福祉施設の慰問活動にも取り
組み、地域の皆さんとのふれあいを楽しんでいま
す。

市の玄関口「田中駅」を美しく

▲東日本大震災復興応援バザー

▲田中駅１番線ホーム東側にある花壇の整備

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分～午後 5 時15分）と
させていただきます。

　発足から16年以上が経過し、会員の高齢化が
進む今、後継者の確保が課題となっています。
　年間で30回を超える駅の緑化活動の継続は大
変なことではありますが、地域の仲間との会話を
楽しみながら花壇の手入れに汗を流す時間はとて
も充実感に満ちています。
　この活動の輪が若い世代の皆さんにも広がり、
今後も田中駅の美しい景観が維持されていくこと
を願っています。

活動の継続を願って…

編

集

後

記

▼
滋
野
地
区
の
国
道
18
号
線
沿
い
の

店
舗
駐
車
場
で
7
月
30
日
、
銀
行
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
を
祝
う
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。「
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
新
設
さ
れ
た
だ

け
で
、
な
ぜ
式
典
を
？
」
と
疑
問
に

感
じ
る
方
も
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
回
の
設
置
は
住
民
の
切
な
る
要
望

に
よ
り
実
現
し
た
と
い
う
特
別
な
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
▼
事
の
始
ま
り
は
、

今
年
2
月
の
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
。
こ

れ
に
伴
っ
て
併
設
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
な
く

な
り
、
地
元
か
ら
は
設
置
を
求
め
る

声
が
出
て
い
ま
し
た
。
▼
遠
く
の
銀

行
に
行
か
な
く
と
も
、
簡
単
な
操
作

で
手
軽
に
現
金
を
出
し
入
れ
で
き
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
今
や
高
齢
者
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
基
盤
の
一

つ
。
設
置
を
喜
び
つ
つ
も
、
19
頁
で

紹
介
し
た
よ
う
な
特
殊
詐
欺
に
は
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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